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五
月
二
十
九
日
三
十
日
、
高

校
会
館
で
第
二
十
回
県
高
校
将

棋
大
会
が
行
な
わ
れ
た
。
本
校

か
ら
は
将
棋
部
員
十
九
名
が
A

級
個
人
戦
、
B
級
個
人
戦
、
址

休
戦
に
分
か
れ
て
対
局
し
た
。

個
人
戦
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
試
合
が
行
な
わ
れ
た
二
二
年

の
佐
藤
（
其
）
と
山
下
と
平
野

と
佐
藤
（
孝
）
、
二

年
の
富
田
と
高

橋
、
一
年
の
川
村

と
横
手
が
二
、
三

回
戦
に
進
出
し
た
が
、
勘
違
い
、

駒
の
置
き
間
違
い
な
ど
、
ミ
ス

を
連
発
し
、
ま
さ
か
の
全
滅
。

来
年
は
、
一
、
二
年
が
成
長
し
、

予
選
か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
出
場
す
る
人
が
現
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

団
体
戦
は
リ
ー
グ
戦
で
熱
い
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だ
っ
た
。

本
校
か
ら
は
、
A
B
C
の
三

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

結
局
、
本
校
は
　
A
チ
ー
ム

が
軍
一
位
、
B
チ
ー
ム
が
三
位
、

C
チ
ー
ム
が
十
一
位
だ
っ
た
。

部
員
の
赤
坂
君
は
、
次
の
よ

う
な
感
想
を
語
る
。

●
野
球
へ
の
思
い
は
負
け
な
い
－
野
球
部

野
球
の
県
大
会
で
、
本
校
は
、

七
月
十
六
日
に
県
営
野
球
場

で
、
水
沢
工
業
高
校
と
対
戦
し

た
。
全
校
生
徒
の
見
守
る
中
∴

序
盤
は
接
戦
で
、
一
時
リ
ー
ド

を
奪
っ
た
も
の
の
、
大
会
間
近

に
コ
ン
バ
ー
ト
し
た
内
野
の
乱

れ
な
ど
も
あ
っ
て
、
4
－
1
0
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。

さ
て
、
三
年
生
の
中
嶋
雄
亮

君
に
、
自
身
の
野
球
生
活
を
薫

り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

心
の
財
産

供
が
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

に
出
会
っ
た
の
は
、
小
学
二
年

生
の
五
月
で
す
。
何
も
知
ら
ず

l
こ
父
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の
は

盛
鉄
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
そ
こ
で

は
桜
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
練

習
を
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て

の
キ
ャ
ッ
チ
・
ポ
ー
ル
で
鼻

に
ポ
ー
ル
を
あ
て
て
鼻
血
を
出

し
た
こ
と
を
、
今
で
も
昨
日
の

事
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
は
や
十
年
、
人
生

の
半
分
以
上
が
、
日
々
特
訓
で
し

た
（
長
い
で
す
ね
）
。
こ
の
十
年

間
、
何
度
も
辞
め
よ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
励

ま
さ
れ
、
応
援
さ
れ
、
今
の
自
分

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
の
勝

っ
た
時
の
嬉
し
さ
や
、
負
け
た
時

の
涙
の
出
る
よ
う
な
悔
し
さ
を

味
わ
え
る
の
は
ご
の
九
人
で
プ

レ
イ
す
る
野
球
し
か
な
い
、
と
思

い
ま
す
。
僕
た
ち
野
球
部
は
、
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
僕
た

ち
の
野
球
に
対
す
る
愛
情
は
ど

こ
に
も
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
。

野
球
は
い
い
で
す
よ
。
こ
の

文
章
を
陳
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
、
野
球

を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
僕
は
当
然

や
ら
せ
ま
す
。

●
第
二
位
、
第
三
位
の
好
成
績
－
掴
民
錮

七
月
凶
～
五
日
に
、
箱
ケ
森

山
で
、
第
五
十
回
岩
手
県
民
大

会
の
山
岳
種
目
が
行
な
わ
れ
た
。

成
績
は
、
以
下
の
と
お
り
＼

今
回
の
県
民
体
は
二
、
三
位

を
得
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
大

会
だ
っ
た
。

こ
の
賞
は
み
ん
な
の
努
力
が

実
っ
て
出
来
た
成
果
だ
と
思
う
。

顧
閥
の
新
田
先
生
は
、
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ

た
。チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
得
た

素
晴
ら
し
い
成
果
で
あ
っ
た
と

思
う
。
強
化
校
を
抑
え
て
の
二
、

三
位
は
、
山
岳
協
会
を
「
ア
ッ
」

と
言
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
。

最
後
に
三
年
生
は
ご
苦
労
綾

で
し
た
。

国
体
選
手
と
な
っ
た
苫
田
資

史
君
の
健
闘
を
折
り
ま
す
。

【
2
A
戸
舘
裕
二
】

●
二
年
遠
ベ
ス
ト
8
人
？
ヅ
錘
晶

七
月
九
日
～
十
一
日
に
本
校

で
第
五
十
回
岩
手
県
民
体
育
大

会
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
武
技
が
行

な
わ
れ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
だ
っ

た
第
一
回
戦
は
、
宮
古
高
校
と

対
戦
し
、
本
校
が
勝
っ
た
。

琴
二
回
戦
は
、
墓
石
南
高
校

と
対
戦
し
、
本
校
が
勝
っ
た
。

第
三
回
戦
は
、
盛
岡
南
高
校

と
対
戦
し
、
本
校
が
負
け
た
。

結
局
、
本
校
は
ベ
ス
ト
8
に

な
っ
た
。

顧
問
の
吉
田
先
生
は
、
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ

た
。

「
県
民
体
育
大
会
で
の
二
年

連
続
ペ
ス
ト
8
お
め
で
と
う
。

点
数
の
上
で
は
、
楽
な
試
合
の

よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
内

容
で
は
か
な
り
苦
し
い
も
の
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

経
験
が
次
の
大
会
に
活
か
さ
れ

る
事
を
希
望
し
ま
す
ご

と
語
っ
た
。

次
の
大
会
で
は
、
優
勝
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

T
D
刈
屋
智
広
】

●
予
選
通
過
な
ら
ず
■
憫
ス
㌍
用

六
月
二
十
四
、
五
日
に
、
雫

石
町
営
体
育
飴
で
、
岩
手
県
民

体
育
大
会
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
が
行
な
わ
れ
た
。

第
一
回
戦
は
、
盛
岡
商
業
高

校
と
対
戦
し
、

岩
手
8
6
へ
4
8
－
禦
6
3
盛
商

ぷ
小
　
　
－
　
　
ル

′
3
8
－
望
　
・

で
本
校
が
勝
っ
た
。

次
に
代
表
決
定
戦
で
盛
岡
四

高
て
対
戦
し
、

顔
朗
の
構
先
生
は
、
次
の
よ

う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ
た
。

普
段
の
練
習
の
見
直
し
と
筋

力
強
化
が
課
題
。
三
年
生
は
こ

の
試
合
で
引
退
と
な
っ
た
が
、

「
　
二
年
に
は
、
先
輩
達
の
果

た
せ
な
か
っ
た
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
構
達
し
．
て
欲
し
い
。

【
1
C
田
村
孝
志
】

●
ベ
ス
ト
8
ベ
ス
ト
1
6
人
。
－
掴
民
錮

七
月
十
一
日
か
ら
十
二
日

に
、
県
営
武
道
館
で
、
第
五
十

回
岩
手
県
民
体
育
大
会
の
剣
道

競
技
が
行
な
わ
れ
た
。

今
回
は
、
個
人
戦
と
な
り
成

濱
は
以
下
の
と
お
り
だ
っ
た
。

先
鋒
琴
一
回
戦
、
本
校
の
田

中
は
、
延
長
戦
の
の
ち
小
手
を

二
戸
の
磯
島
に
取
ら
れ
て
負
け

た
。次

鋒
軍
一
回
戦
、
本
校
の
谷

意
は
、
小
事
萱
二
本
取
っ
て
、

蓋
北
の
植
田
に
勝
ち
、
琴
一
回

戦
、
盛
南
の
藤
原
に
面
を
取
ら

●
B
ブ
ロ
ッ
ク
で
第
一
位
－
摘
録
用

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
二
二

年
の
大
池
、
二
年
の
曹
甲
一

年
の
米
澤
は
、
そ
の
力
を
他
校

に
見
せ
付
け
、
決
勝
ま
で
は
負

け
無
し
の
全
曙
有
利
に
試
合

を
進
め
て
い
っ
た
。

決
勝
戦
の
相
手
は
盛
一
．
緊

迫
し
た
状
況
の
中
で
決
勝
戦
が

行
な
わ
れ
た
。
先
鋒
の
三
年
大

た
馬
場
が
攻
め
き
り
、
吉
田

は
惜
し
く
も
敗
退
。
大
将
の

一
年
米
澤
は
盛
一
の
星
と
戦

い
、
こ
の
試
合
も
両
者
互
角

で
白
熱
し
た
が
、
星
の
必
死

の
攻
め
を
防
ぎ
き
れ
ず
、
米

澤
は
惜
し
く
も
敗
退
し
た
。

し
か
し
、
個
人
A
級
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
の
出
場
権
を
獲

七
月
十
～
十
二
日
、
北
上
市

照
沢
尻
工
業
高
校
で
第
五
十
回

岩
手
県
民
体
育
大
会
の
ラ
グ
ビ

ー
農
技
が
行
な
わ
れ
た
。
成
績

は
以
下
の
と
お
り
だ
っ
た
。

第
一
回
戦
は
、
葦
石
工
業
高

校
と
対
戦
し
、
本
校
が
勝
っ
た
。

革
一
回
戦
は
、
一
関
工
葦
高

校
と
対
戦
し
、
本
校
が
勝
っ
た
。

結
局
、
本
校
は
B
ブ
ロ
ッ
ク

一
位
に
な
っ
た
。
顧
問
の
高
橋

先
生
は
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
ら
れ
た
。

「
試
合
に
勝
つ
た
め
に
は
日

頃
の
内
容
あ
る
練
習
が
大
切
で

あ
る
。
練
習
の
た
め
の
練
習
で

は
な
く
、
試
合
の
た
め
の
練
習

を
常
に
心
開
け
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
ご

と
語
っ
た
。
試
合
の
た
め
の
綬

習
を
常
に
心
掛
け
て
頑
張
れ
ば

今
度
の
試
合
は
必
ず
い
い
試
合

に
な
る
は
ず
。
期
待
し
て
い
る
白

T
D
武
藤
塗

●
ベ
ス
ト
8
に
入
る
読
紀
綱

県
高
校

絡
し
、
翌
日
の

大
会
に
参
加
し

た
米
澤
は
県
二

位
の
成
績
を
お

池
は
押
し
っ
押
さ
れ
つ
の
戦
い

だ
っ
た
。
あ
と
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
た
が
、
盛

一
の
尾
形
が
防
ぎ
き
り
、
惜
し

く
も
敗
退
凸
次
録
の
二
年
吾
㍊

望
讐
の
馬
場
と
対
決
し
た
。

中
盤
あ
た
り
ま
で
雨
考
全
く

の
互
角
だ
っ
た
が
、
頭
一
つ
出

さ
め
た
。

決
勝
戦
は
誰
が
勝
っ
て
も

お
か
し
く
な
か
っ
た
。
来
年

は
、
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

し
、
優
勝
し
て
全
国
大
会
に

行
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【
3
A
佐
藤
其
こ

剣
道
部
は
六
月
五
、
六
日
に

二
戸
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
行
な
わ
れ
た
荷
校
紀
舎
体

育
大
会
に
出
場
し
た
．
一
日
目

は
団
体
戦
予
選
リ
ー
グ
と
個
人

戦
一
回
眼
が
行
な
わ
れ
た
。
団

体
戦
は
広
田
水
産
高
と
二
戸
高

に
当
た
り
、
広
田
水
産
は
5
－

0
で
、
〓
戸
は
1
－
0
で
倒
し

見
事
予
選
リ
ー
グ
突
破
を
果
た

し
た
。
個
人
戦
は
二
年
谷
森
、

三
年
西
国
と
も
に
延
長
の
兼
、

惜
し
く
も
一
回
戦
敗
退
だ
っ
た
。

二
日
目
に
な
り
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
下
一
回
戦
の
前
に
大
将
の
二

年
葛
巻
と
一
年
山
本
（
寿
）
を

交
摸
し
、
一
回
戦
麻
生
一
関
高

に
4
－
1
で
勝
利
し
、
見
事
ベ

ス
ト
B
を
獲
緒
し
、
準
々
決
勝

ま
で
コ
マ
を
進
め
た
。
そ
こ
で

去
年
の
優
勝
校
で
あ
る
福
岡
高

と
当
た
り
、
接
戦
の
禾
2
－
3

で
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
、

去
年
の
三
位
に
は
残
念
な
が
ら

●
妄
ッ
ト
は
と
っ
た
ガ
…
■
欄
順

一
小
－
ル

七
月
四
日
に
、
県
立
伊
保
内

高
校
で
、
岩
手
県
民
体
育
大
会

バ
レ
ー
競
技
が
行
な
わ
れ
た
。

第
一
回
戦
に
本
校
は
、
毎
回

ベ
ス
ト
8
の
常
連
チ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
腐
生
一
関
と
の
対
戦

に
な
っ
た
。
一
セ
ッ
ト
目
は
十

五
対
七
で
勝
っ
て
、
二
セ
ッ
ト

目
に
は
十
三
対
十
五
で
負
け
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
三
セ
ッ
ト

臼
に
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
相
手
に

リ
ー
ド
さ
れ
て
し
ま
い
、
中
盤

に
〓
忠
言
で
に
な
っ
た
も
の

の
、
そ
の
ま
ま
リ
ー
ド
さ
れ
＼

●
二
年
氷
見
が
背
泳
で
一
位
－
摘
絵
紺

六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
雫
石
県
営
庭
内
プ
ー
ル

に
お
い
て
、
高
総
体
水
泳
規
緒

大
会
が
行
な
わ
れ
、
我
が
校
の

成
崩
は
次
の
と
お
り
だ
っ
た
。

多
く
の
種
目
に
は
参
加
し
た

も
の
の
、
決
膠
進
出
を
果
た
し

た
選
手
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
年
　
小
山
田
　
光

5
0
m
自
由
形
　
第
5
位

1
0
0
m
自
由
形
　
第
4
位

二
年
　
氷
見
　
道
義

1
0
0
m
背
泳
ぎ
　
第
1
位

り
＝
U
O
E
背
泳
ぎ
　
第
2
位

届
か
な
か
っ
た
。

【
3
A
西
国
礼
十
】

次
に
リ
レ
ー
の
結
果
で
あ
る
。

8
0
0
m
フ
リ
ー
　
第
8
位

二
年
　
吉
田
　
哲
・

二
年
　
小
山
田
　
光
・

氷
見
　
道
義
・

三
年
　
小
笠
原
博
行

1
0
0
m
フ
リ
ー
第
4
位

二
年
　
盲
目
　
哲
・

二
年
　
氷
見
　
道
義
・

小
山
日
　
光
・

野
崎
　
翔
太
）

4
0
0
m
メ
ド
レ
ー
第
6
位

二
年
　
氷
見
（
背
泳
ぎ

一
年
　
古
田
（
バ
タ
フ
ラ
イ
）

一
年
　
大
吹
（
平
泳
ぎ
）

二
年
　
小
山
田
（
自
由
形
）

抱
合
で
我
が
校
は
第
6
位
と

れ
て
負
け
た
。
し
か
し
、
ベ
ス

ト
1
6
1
こ
入
っ
た
。

中
堅
第
二
回
載
、
本
校
の
遜

校
は
、
面
二
本
を
取
っ
て
、
市

立
の
三
浦
に
勝
ち
、
三
回
戦
、

不
束
方
の
松
好
に
面
を
取
っ
た

も
の
の
試
合
終
了
前
に
小
手
を

取
ら
れ
延
長
戦
へ
、
そ
こ
で
面

を
取
ら
れ
て
負
け
た
。
し
か
し
、

ベ
ス
ト
1
6
に
入
っ
た
。

副
将
軍
一
国
戦
、
本
校
の
山

内
は
、
延
長
戦
の
の
ち
面
を
取

っ
て
、
黒
工
の
日
野
杉
に
勝
っ

た
。
琴
二
回
戦
、
盛
南
の
平
賀

に
両
を
取
っ
た
も
の
の
、
小
手

を
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ま
た

面
を
取
り
寂
し
勝
っ
た
。
第
四

回
戦
、
麻
生
の
阿
部
に
蘭
を
取

ら
れ
て
負
け
た
。
し
か
し
、
ペ

ス
ト
8
に
入
っ
た
。

大
将
軍
一
回
戦
、
本
校
の
葛

巻
は
、
延
長
戦
の
の
ち
久
慈
の

小
谷
地
に
胴
を
取
ら
れ
て
負
け

た
。結

局
、
本
校
は
一
人
も
入
賞

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

部
長
の
感
想
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

み
ん
な
少
し
の
差
で
負
け
た

と
思
う
の
で
、
こ
の
壷
を
埋
め

る
よ
う
練
智
し
て
、
次
の
新
人

戦
で
は
入
賞
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
。

顔
間
の
久
保
先
生
は
、

「
国
体
選
手
を
出
せ
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
だ
っ
た
ご

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ

た

【
2
A
山
内
剛
】

／
十
一
対
十
五
で
負
け
て
し
ま

っ
た
b蕨

岡
の
伊
藤
先
生
は
、
今
回

の
大
会
で
は
技
術
的
に
精
神
的

に
勝
つ
こ
と
の
難
し
さ
を
教
え

ら
れ
た
試
合
で
あ
っ
た
、
と
の

コ
メ
ン
ト
を
語
っ
た
。

【
1
C
児
玉
大
樹
】

●
個
人
戦
、
健
闘
す
る
も
…
…
－
県
民
体

卓
　
球

七
月
十
一
、
十
二
日
に
、
宮

古
市
民
結
合
体
育
館
で
、
第
五

十
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
の
卓

球
雛
技
が
行
な
わ
れ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
だ
っ

た
。琴

一
回
戦
に
、
本
校
一
年
の

柴
田
と
花
北
の
栗
原
が
対
戦

し
、
本
牧
が
敗
退
。

賊
空
一
回
戦
に
、
本
校
二
年
の

藤
田
と
花
北
の
吉
田
が
対
戦
し

本
校
が
敗
退

も
う
二
人
の
本
校
二
年
の
豊

い
う
優
秀
な
成
績
を
残
す
こ
と

が
で
き
た
。
決
勝
進
出
を
果
た

し
た
選
手
は
東
北
大
会
へ
出
場

す
る
。

【
3
C
白
木
晃
久
】

岡
は
二
回
戦
、
三
回
戦
と
勝
ち

上
が
っ
た
が
、
四
回
戦
で
千
厩

東
の
加
藤
に
一
対
二
で
敗
退
。

結
局
、
本
校
二
年
の
豊
岡
が
個

人
戦
ベ
ス
ト
3
2
に
と
ど
ま
っ
た
。

部
長
の
藤
田
翌
は
、
次
の
よ

う
な
感
想
を
語
る
。

「
今
回
の
試
合
は
こ
の
よ
う

な
宿
業
で
し
た
が
、
夏
休
み
の

合
宿
で
、
更
に
技
術
向
上
を
め

ざ
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
深
め
、

目
標
を
高
く
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
ご

顧
問
の
小
畑
先
生
は
、
次
の

よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ

た
。「

豊
岡
に
は
も
う
少
し
勝
ち

上
が
っ
て
欲
し
か
っ
た
ご

T
B
佐
々
木
鉄
生
】

石
割
桜

▼
今
革
本
校
で
は
、
ソ
フ
ト
・

テ
ニ
ス
部
、
テ
ニ
ス
部
が
、
イ

ン
タ
ー
・
ハ
イ
へ
の
出
場
を
果

た
し
、
そ
の
活
躍
が
大
い
に
注

目
さ
れ
た
。
▼
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

注
目
と
い
え
ば
、
今
年
は
、
日

本
中
が
注
目
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

イ
ベ
ン
ト
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
長
野
で
、
二
月
に
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
、
一
二

月
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ

っ
た
。
六
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
行

わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
に

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー
ム
が

初
出
場
し
た
。
こ
れ
ら
の
競
技

へ
熱
狂
す
る
人
々
の
資
が
様
々

に
報
道
さ
れ
た
。
数
か
月
を
屋

た
今
、
あ
の
熱
狂
は
忘
れ
去
ら

れ
た
か
の
よ
う
だ
。
▼
だ
が
、

サ
ッ
カ
ー
の
応
援
に
フ
ラ
ン
ス

ま
で
行
き
、
入
手
が
困
姓
だ
と

い
わ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
を
法
外
な

値
段
で
賢
わ
き
れ
た
人
の
帯
は

忘
れ
が
た
い
。
▼
或
る
作
家
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
琵
ん
で

同
感
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

三
年
前
の
九
五
年
は
原
爆
投
下

か
ら
五
十
年
目
だ
っ
た
。
こ
の

年
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ム
ル
ロ
ア

環
礁
で
核
実
験
を
し
た
。
自
国

か
ら
遠
く
障
れ
た
南
太
平
洋
で

し
た
え
げ
つ
な
さ
よ
。
被
爆
国

で
あ
る
日
本
で
も
抗
議
行
動
が

起
こ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
実
験

は
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
フ
ラ

ン
ス
へ
喜
び
い
さ
ん
で
行
き
、

イ
ン
チ
キ
く
さ
い
チ
ケ
ッ
ト
に

メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
大
金
を
払
う

な
ん
て
。
こ
の
日
本
人
の
忘
れ

っ
ぽ
さ
は
何
な
の
だ
、
と
作
家

は
あ
き
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
と
政
治
の
問
題
を

一
緒
に
す
べ
き
で
は
な
い
、
と

い
う
意
見
も
あ
ろ
う
ゥ
し
か
し
、

現
実
に
、
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ

と
政
治
は
関
わ
っ
て
い
る
も
の

だ
。
そ
れ
に
比
べ
、
イ
ン
タ
ー
・

ハ
イ
は
高
校
生
の
力
の
競
い
合

い
だ
か
ら
、
こ
だ
わ
り
無
く
見

ら
れ
る
。
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ハ
イ
で
一
勝

幽・ンタ一喝
高
知
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ

ー
・
ハ
イ
に
出
場
し
た
本
校
ソ

フ
ト
：
丁
ニ
ス
郡
は
、
八
月
五

日
に
栃
木
県
の
那
須
拓
陽
高
と

対
戦
し
一
勝
し
た
。
次
に
沖
縄

県
の
南
部
工
高
と
対
戦
し
た
が

惜
し
く
も
敗
れ
た
。

以
下
は
今
大
会
に
出
場
し
た

駒
井
絢
也
著
の
寄
稿
で
あ
る
。

侯
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

は
必
ず
出
場
し
た
い
大
会
で
し

た
二
を
生
の
時
も
あ
と
一
歩

で
逆
転
負
け
し
て
し
ま
い
、
三

年
と
な
っ
た
最
後
の
夏
に
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
ら
れ
た
享
は

大
き
な
事
で
し
た
。

一
回
戦
、
1
－
1
で
勝
ち
ま

し
た
。
二
回
戦
、
僕
た
ち
は
、

初
め
0
1
3
と
リ
ー
ド
さ
れ
て

か
ら
、
0
－
4
で
負
け
た
く
な

1

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

部

い
と
思
い
、
ね
ぼ
り
に
ね
ぼ
っ

て
3
1
3
に
し
ま
し
た
。
が
、

最
後
は
、
心
の
弱
き
を
出
し
て

し
ま
い
、
3
－
4
で
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
は
、
技
術

で
は
な
く
、
心
と
心
の
戦
い
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
ど

れ
だ
け
相
手
に
、
負
け
た
く
な

い
か
、
勝
ち
た
い
か
、
で
勝
負

が
決
ま
る
よ
う
な
気
が
、
試
合

を
見
て
い
て
も
、
プ
レ
ー
を
し

て
み
て
も
、
．
し
ま
し
た
。

僕
は
、
イ
ン
タ
！
ハ
イ
で
、

三
年
間
の
最
後
の
プ
レ
ー
を
、

悔
い
を
残
さ
ず
給
わ
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

最
後
に
今
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

運
動
部
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が

あ
る
よ
う
に
、
文
化
部
に
は
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
が
あ
ろ

今
年
の
、
略
称
、
全
図
高
姥

文
祭
は
鳥
取
県
で
行
わ
れ
た

東
北
の
者
に
と
っ
て
鳥
取
県

は
あ
ま
り
馴
染
み
深
い
地
域
で

は
な
い
。
鳥
取
と
い
っ
て
思
い

浮
か
ぶ
の
は
鳥
取
砂
丘
く
ら
い

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
そ
の
鳥
取
県
で
開
か

れ
た
高
給
文
寮
に
、
本
校
か
ら

は
、
写
真
部
三
年
の
梅
沢
達
也

君
、
映
画
撃
二
年
の
佐
藤
潤
哉

君
・
千
代
川
哲
也
善
と
、
顧
問

が
参
加
し
た
。

写
真
部
門
も
、
映
画
部
が
出

場
す
る
放
送
部
門
も
、
会
場
は

米
子
だ
っ
た
。
米
子
は
鳥
取
県

の
西
端
に
位
置
し
、
映
り
が
島

根
県
で
あ
る
。
従
っ
て
、
有
名
な

砂
丘
は
離
れ
た
場
所
に
あ
っ
た
。

以
下
、
先
に
米
子
入
り
し
た

写
真
部
門
の
様
子
を
繹
介
す
る
。

八
月
六
日
の
朝
九
時
に
盛
岡

駅
を
出
て
、
夕
方
五
時
過
ぎ
に

米
子
駅
に
到
着
す
る
。
東
北
・

東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
と
乗
り

継
ぎ
、
同
山
駅
で
伯
備
線
l
こ
乗

り
換
え
る
列
塵
で
八
時
間
強
の

旅
だ
っ
た
。
到
着
し
痛
に
荷
を

下
ろ
し
て
、
米
子
市
内
を
散
策

し
た
。
城
跡
は
草
深
か
っ
た
の

で
奥
へ
進
む
の
は
止
め
、
日
本

海
を
望
む
公
園
を
巡
り
、
海
と

活
ぶ
運
河
沿
い
に
並
ぶ
土
蔵
群

を
見
た
。

七
日
は
米
子
市
集
荷
館
で
開

会
式
が
行
わ
れ
、
写
真
展
を
観

覧
し
た
。
出
品
し
た
梅
澤
君
の

作
品
だ
が
、
残
念
な
が
ら
全
国

展
で
の
上
位
入
賞
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
岩
手
県

か
ら
の
出
品
で
上
位
入
賞
は
な

か
っ
た
。
午
後
、
顧
問
の
思
い

付
き
で
、
隣
り
の
島
根
県
ま
で

足
を
延
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。

J
R
で
松
江
、
安
来
、
な
ど
を

通
過
し
、
出
要
市
駅
ま
で
行
っ

た
。
山
か
ら
覇
が
昇
っ
て
い
て
、

ま
さ
に
出
雲
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
。
駅
か
ら
は
一
細
バ
ス
で
、

∵

・

J

‥

・

る
出
雲
大
社
は
と
て
も
大
き
か

っ
た
。
帰
り
は
、
一
畑
電
鉄
と

い
う
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
あ
る

”
、
■
　
　
∴

戻
っ
た
。
俄
雨
の
中
を
戴
沿
い

に
歩
い
て
、
怪
談
で
有
名
な
小
泉

八
質
紀
念
館
ま
で
行
ミ
武
家
屋

敷
を
眺
め
、
探
す
の
に
手
こ
す
っ

た
が
松
江
城
に
も
登
っ
た
。
こ

の
日
は
か
な
り
歩
き
回
っ
た
。

八
日
に
は
、
先
ず
、
世
界
に

そ
の
名
が
轟
く
写
真
家
の
橋
田

正
治
氏
の
写
真
美
術
館
を
見
学

し
た
二
部
屋
を
丸
ご
と
ビ
ン
・

ホ
ー
ル
・
カ
メ
ラ
の
暗
箱
に
し

た
実
験
室
も
あ
っ
た
。
次
に
、

英
街
路
の
外
壁
な
ど
を
利
用
し

て
の
モ
デ
ル
撮
影
会
が
行
わ
れ

た
。
続
い
て
、
山
陰
の
名
峰
、

ガ
此
の
風
物
の
撮
影
で
あ
っ
た
。

夕
方
、
帝
が
激
し
く
降
っ
て
き

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
願
間
は
鳥

取
県
の
突
端
境
港
へ
行
く
と
言

い
、
バ
ス
で
駅
前
ま
で
行
っ
た
。

そ
の
境
港
に
は
何
が
あ
る
の
か
、

と
い
え
ば
、
漫
画
家
、
水
木
し

げ
る
の
故
郷
と
い
う
こ
と
で
「
ゲ

ゲ
ゲ
の
兎
太
郎
」
「
河
産
の
三

平
」
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
ず
ら
り
と
通

り
に
あ
る
の
だ
っ
た
。
そ
の
数

お
よ
そ
八
七
通
り
の
店
は
鬼

太
郎
グ
ッ
ズ
を
聖
冗
し
て
い
た
。

九
日
に
は
、
植
田
氏
の
濡
涙

金
が
あ
り
、
氏
の
写
其
人
生
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。
戦
前
の

絵
画
的
写
真
の
時
代
を
経
て
、

戦
中
は
写
真
が
擦
れ
な
く
な
り
、

戦
後
昼
土
門
革
が
主
張
し
た

あ
り
の
ま
ま
を
揺
る
ス
ナ
ッ
プ

写
井
に
は
組
せ
ず
、
「
作
り
」
に

こ
だ
わ
っ
て
き
た
、
と
い
う
。

続
い
て
表
彰
式
と
な
る
の
だ
が
、

途
中
で
過
重
し
た
。
正
午
発
の

列
車
で
帰
る
た
め
だ
。
列
車
の

長
旅
の
未
、
夜
八
時
に
盛
岡
へ

帰
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

め
っ
た
に
行
け
な
い
場
所
へ

行
け
て
、
い
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
う
。

集
記

本
校
の
文
化
祭
に
こ
あ
わ
せ
て

新
開
を
刊
行
し
た
。
こ
の
新
聞

が
文
化
の
一
端
を
担
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
と
思
う
。
前
の
号
を

刊
行
し
た
後
、
夏
休
み
に
入
り
、

原
稿
が
黒
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
四
面
の
予
定
が
半

分
の
二
面
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

予
告
の
う
ち
、
原
稿
の
集
ま
ら

な
か
っ
た
分
は
、
次
号
へ
回
し

た
い
。
原
稿
を
幸
い
て
い
な
い

出
版
委
員
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

将
棋
部
の
大
会
翼
告
を
顧
問

の
藤
原
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
、

山
形
県
天
童
市
で
行
わ
れ
た
、

第
1
9
回
全
国
中
学
生
選
抜
将
趨

大
会
と
、
福
岡
市
で
行
わ
れ
た

高
校
将
棋
日
本
一
を
決
め
る
、

第
1
1
回
全
国
高
校
将
棋
竜
王
戦

の
報
告
は
、
次
号
に
絡
載
す
る
。

編
集
委
員

西
国
　
礼
十

佐
藤
　
真
一

白
木
　
晃
久

木
内
　
浩
文

戸
舘
　
裕
二

山
内
　
剛

佐
々
木
鉄
生

児
玉
　
大
樹

田
村
　
孝
志

刈
屋
　
智
広

武
藤
　
静

調
集
協
力
者

都
築
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イ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
に
お
い
て
、

本
校
の
テ
ニ
ス
部
は
、
八
月
二

日
に
鹿
児
島
県
の
鹿
児
島
商
高

と
対
戦
し
、
残
念
な
が
ら
敗
れ

た
。以

下
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
た
村
上
淳
君
の
寄
稿
で
あ

る
。侯

に
と
っ
て
最
初
で
覇
後
の

イ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
が
終
わ
り
ま

し
た
。僕

は
、
団
体
戦
に
出
場
せ
ず
、

個
人
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

個
人
戦
の
顔
ぶ
れ
は
、
み
ん

な
、
県
予
選
で
僕
を
倒
し
て
き

た
人
達
だ
し
、
岩
手
高
校
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
納
得
し
て

い
ま
し
た
。

圧
休
戦
も
、
東
北
選
手
権
で

優
勝
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
シ

即
の
よ
、
つ

－
テ
ニ
ス
部

I
F
権
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
、
岩

手
高
校
は
沢
山
の
人
達
か
ら
期

待
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
試
合
の
内
容
は
ポ

ロ
ポ
ロ
で
、
み
ん
な
、
い
つ
も

の
調
子
が
出
す
に
、
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
僕

達
は
沢
山
の
納
得
を
裏
切
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
を
招
い
て

し
ま
っ
た
原
因
に
は
、
高
知
の

暑
さ
も
あ
る
と
患
い
ま
し
た
。

コ
ー
ト
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
、

汗
が
出
て
、
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し

て
、
テ
ニ
ス
を
す
る
の
が
嫌
に

な
る
ほ
ど
気
持
ち
が
悪
く
々
り

ま
し
た
。
地
元
の
人
は
こ
れ
が

当
た
り
前
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、

東
北
の
よ
う
な
涼
し
い
所
か
ら

来
る
人
は
、
こ
の
暑
さ
が
敵
の

よ
う
に
感
じ
た
は
ず
で
す
。
東

北
よ
り
南
の
人
達
は
、
こ
の
よ

う
な
暑
さ
に
負
け
な
い
精
神
力

を
持
っ
て
い
る
か
ら
強
い
の
で

は
な
い
か
、
と
恩
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
僕
達
は
、
こ
れ
か
ら

の
練
習
で
少
し
く
ら
い
で
は
弱

音
を
吐
か
ず
に
、
も
っ
と
暑
い

地
域
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

頭
に
た
た
き
込
ん
で
練
習
す
べ

き
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。

来
年
は
岩
手
で
イ
ン
タ
ー
・

ハ
イ
が
あ
る
の
で
、
少
し
は
有

利
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
も
っ
と

も
っ
と
強
い
精
神
力
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今

の
後
輩
は
そ
れ
が
、
き
っ
と
出

来
る
は
ず
で
す
。
是
非
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
間
考
査
の
明
け
た
六
月
か
ら
七
月
十
日
ま
で
、
教

育
実
習
の
先
生
方
を
お
迎
主
し
た
。
二
、
三
週
間
の
短

い
期
間
で
は
あ
っ
た
か
、
熱
意
あ
る
ご
指
導
を
し
て
頂

き
、
印
象
に
残
っ
て
い
竜

で
あ
る
。

美
術
・
有
島
辰
樹
先
生

学
生
と
い
う
立
場
か
ら
教
育

実
習
で
は
あ
る
が
、
先
生
と
い

う
立
場
に
初
め
て
な
っ
て
み
て
、

や
は
り
教
師
は
大
変
な
仕
手
だ

と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
美
術
を
数
え
た
の
で
す
が
、

美
術
を
適
し
て
学
ん
で
欲
し
い

事
が
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
不
安

に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
か
と

思
う
と
、
教
え
た
孝
を
素
直
に

き
い
て
く
れ
る
皆
さ
ん
が
い
て

嬉
し
か
っ
た
り
、
と
色
々
で
し

た
。
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
ク
ラ
ス
全
員
が
男
子
だ

っ
た
、
と
い
う
の
が
、
実
は
や

り
易
か
っ
た
な
、
と
思
い
ま
す
。

そ
の
先
生
方
か
ら
の
感
想

相
手
が
み
ん
な
男
だ
と
、
話
し

掛
け
易
い
し
、
自
分
も
高
校
時

代
の
気
持
ち
が
分
か
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
男
子
校
で
暑
苦

し
い
、
と
思
っ
て
い
た
け
ど
も
、

二
凋
聞
い
て
、
そ
ん
な
に
悪
く

な
い
、
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
は
違
う
気
持
ち
か
も
知
れ
な

い
で
す
け
ど
、
女
子
が
居
な
い

の
は
、
先
生
を
し
て
い
て
少
し

楽
で
し
た
。

二
週
間
だ
け
の
実
習
で
し
た

が
、
色
々
と
先
生
方
に
も
ご
面

倒
を
か
け
た
り
し
ま
し
た
が
、

私
と
し
て
は
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
も
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

理
科
・
黒
沢
一
秀
先
生

教
育
実
習
生
と
し
て
母
校
に

来
る
事
に
な
り
、
初
め
の
内
は

緊
張
と
不
安
で
一
杯
で
し
た
。

し
か
し
、
先
生
方
の
良
き
指
導

の
お
陰
で
無
事
に
教
育
実
習
を

終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
毎

日
体
験
す
る
事
の
全
て
が
勉
強

で
、
二
週
間
が
塩
か
っ
た
様
に

思
え
ま
す
。

毎
日
が
失
敗
と
反
省
の
繰
り

返
し
で
し
た
け
ど
、
全
て
が
新

鮮
で
、
大
変
責
毘
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
方
に
は
色
々
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
の

体
験
を
今
後
の
自
分
の
将
来
に

役
立
て
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
術
・
頂
閣
僚
光
先
生

二
週
間
、
実
習
を
終
わ
っ
て

み
て
、
や
っ
と
終
わ
っ
た
な
、

と
い
う
の
が
素
直
な
感
想
で
あ

る
。
始
め
る
前
こ
正
直
言
っ
て
、

母
校
の
岩
手
高
校
に
来
る
事
に

は
、
少
々
抵
抗
が
あ
っ
た
。
理

由
と
し
て
、
や
は
り
男
子
校
で

あ
る
と
い
う
事
が
大
部
分
を
占

め
て
い
た
。
が
、
実
際
、
二
、

三
日
や
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、

改
め
て
男
子
校
の
長
さ
（
ヱ

が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
分

か
ら
せ
て
く
れ
た
生
徒
の
皆
さ

ん
を
初
め
、
点
き
指
導
者
で
あ

っ
た
各
先
生
方
、
ま
た
、
私
の

わ
が
ま
ま
を
聞
い
て
く
れ
た
り
、

授
業
の
協
力
を
し
て
く
れ
た
実

習
生
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
な

ん
と
か
、
二
週
間
、
実
習
を
終

え
る
琴
が
出
来
た
と
患
っ
て
い

る
。
最
後
に
、
迷
惑
ば
か
り
か

け
て
し
ま
っ
た
私
に
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
教
師
と
い
う

職
業
の
親
し
さ
・
楽
し
さ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
を
教
え
て
く
れ

た
各
先
生
方
に
感
謝
し
て
、
終

わ
り
に
す
る
。

地
歴
・
菅
原
究
先
生

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

う
。
再
び
岩
手
高
校
に
戻
り
、

実
習
生
と
し
て
過
ご
し
た
二
週

間
は
、
教
員
を
目
指
す
自
分
に

と
っ
て
代
え
が
た
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
う
。
頑
で
考
え
て
い

る
事
と
実
際
に
経
験
、
実
感
し

た
事
で
は
、
そ
の
質
も
、
以
後

に
於
け
る
行
動
の
可
能
性
の
鉱

が
り
も
違
う
。
実
際
に
経
験
、

実
感
し
た
二
週
間
の
実
習
経
験

は
、
以
後
の
自
己
実
現
を
可
能

と
す
る
滑
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
様
々
な
経
験

を
下
さ
っ
た
先
生
・
生
徒
の
皆

さ
ん
に
蛋
申
し
上
げ
た
い
。

学
校
生
清
を
通
じ
て
感
じ
た

事
は
、
様
々
な
意
味
で
岩
高
生

は
【
味
が
有
る
奴
等
－
と
い
う

事
だ
。
岩
高
生
は
蚕
す
べ
き

野
郎
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
限
定

さ
れ
た
条
件
の
中
で
、
納
得
し

た
高
校
生
清
を
過
ご
し
て
欲
し

い
、
と
強
く
願
う
。
以
後
の
時

代
は
大
変
に
厳
し
い
状
態
に
な

る
。
自
分
も
含
め
て
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
考
は
、

何
か
確
か
な
〝
自
分
の
琴
戸

を
持
っ
て
、
自
分
の
可
能
性
を

信
じ
ら
れ
る
孝
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
、
と
思
う
。
自
信
と
は

自
己
の
中
に
確
信
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
「
自
ラ
ヲ
借

ジ
ル
」
こ
と
で
、
冒
レ
侶
八
倍

ジ
ル
コ
ト
自
盲
）
リ
こ
始
ま

る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
可
能

性
を
最
大
限
に
活
か
し
、
何
か

し
ら
の
納
得
で
き
る
自
分
を
実

現
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

保
体
・
田
中
舘
光
先
生

自
分
の
受
け
持
ち
は
保
健
体

育
と
あ
っ
て
、
他
の
実
習
生
よ

り
も
一
遇
間
長
い
、
三
週
間
の

実
習
期
間
で
し
た
。
自
分
も
こ

の
学
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
の

で
、
生
徒
の
み
ん
な
の
感
じ
が

ど
ん
な
も
の
か
想
像
し
て
い
ま

し
た
。
最
初
、
見
た
と
き
は
、

暗
そ
う
な
、
若
そ
う
な
生
徒
達

だ
な
、
と
少
し
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、
み
ん
な
と
一
緒
に
勉

強
し
て
い
る
う
ち
に
、
み
ん
な

が
ど
ん
な
子
ら
か
分
か
っ
て
き

て
、
と
て
も
面
白
い
子
達
だ
な
、

と
思
い
ま
し
た
。

特
に
、
受
け
持
ち
の
二
年
D

組
の
み
ん
な
に
は
、
と
て
も
よ

く
し
て
も
ら
い
、
と
て
も
楽
し

い
毎
日
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
勉
強
を
し
て
自

分
も
人
間
と
し
て
の
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

正
直
言
っ
て
、
男
子
校
よ
り

も
女
子
脛
に
行
き
た
か
っ
た
、

と
い
う
の
が
、
来
る
前
の
考
え

で
し
た
が
、
終
え
て
み
て
、
君

た
ち
と
勉
強
で
き
て
よ
か
っ
た
、

と
い
う
の
が
今
の
気
持
ち
で
す
。

生
徒
の
み
ん
な
、
先
生
方
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

と
て
も
楽
し
く
、
勉
強
に
な
っ

た
三
週
間
で
し
た
．
本
当
に
ど

う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
民
・
菖
由
央
先
生

今
回
は
教
育
粟
習
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
は
っ
き
り
言

う
と
、
教
材
研
究
・
知
識
不
足

で
、
大
変
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
迷
惑
右
か
け
た
、
と
感
じ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
色
々
な
事
を

学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
綬
準

の
進
め
方
、
板
書
の
仕
方
、
声

の
出
し
方
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

為
に
な
る
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。

岩
手
高
校
の
在
校
生
望
巨
い

た
い
事
は
、
色
々
な
先
生
に
言

わ
れ
る
事
、
注
意
さ
れ
た
事
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
、
必
ず
ど
こ

か
で
役
に
立
つ
こ
と
な
の
で
、

（
今
は
う
る
さ
い
と
患
っ
て
開
か

な
い
と
患
い
ま
す
が
）
そ
の
事

を
頭
に
入
れ
て
お
く
と
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。




